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平成 26年度 糸島市消費生活センター事業概要報告 

》》》①相談件数                                                                     

当センターに寄せられた相談件数 平成 26年度 901件 

（統計対象期間 平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日）   

   相談者は１０代～８０代以上の方々まで幅広く、電話や来訪にて相談されています。 

 

  

 

          

※平成 22年度は、平成 22年 9月に糸島市消費生活センターが創設。 

 平成 22年 9月～平成 23年 3月までの集計結果は 294件。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

》》》①－１ 相談方法別件数および割合                                                         

相談方法別件数 

来訪件数 202件 

電話件数 699件 

合計 901件 

 

 

 

 

平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 
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昨年度から約 1．03倍 (30件)の増加。毎年度、増加している。 

来訪 

22% 

電話 

78% 

相談方法の割合 



| 2  

 

》》》①－２ 男女・年齢別件数                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性 女性 合計 割合 

10代 ２件 ４件 ６件 ０．７％ 

20代 ３１件 ２４件 ５５件 ６．１％ 

30代 ４２件 ６７件 １０９件 １２．１％ 

40代 ４７件 １０３件 １５０件 １６．６％ 

50代 ６２件 ８０件 １４２件 １５．８％ 

60代 ７４件 １２２件 １９６件 ２１．８％ 

70代 ６０件 ９１件 １５１件 １６．８％ 

80代以上 ２３件 ３３件 ５６件 ６．２％ 

不明 １８件 １８件 ３６件 ４．０％ 

合計 ３５９件 ５４２件 ９０１件  

 

60歳以上の相談者

が901人中403人

で、全体の４４．８％

を占める。 
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》》》①－３ 相談内容別件数                                                                    

相談の多い

順位 
相談内容 相談件数 

1 インターネット関連（ワンクリック請求、出会い系、ネット販売等） 130 

2 契約トラブル（インターネット接続回線、携帯電話サービス等） 102 

3 借金・多重債務 100 

4 不審な勧誘電話等（DM・Eメールも含む） 85 

5 料金トラブル 70 

6 訪問販売（点検商法、訪問買取、キャッチセールス等）・訪問買取 46 

7 健康・安全トラブル 24 

8 
工事関係 20 

ネガティブオプション・架空請求 20 

9 不動産貸借 16 

10 
新聞（勧誘や契約内容に関するトラブル） 12 

製品トラブル（車・バイク・電化製品等） 12 

  その他 264 

合  計 901 

※「その他」に分類される相談内容は順位に含みません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット関連の

相談が多く寄せられた

ゴン！ 
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》》》１－④ 年代別、相談内容別件数                                                                     

年代 相談件数 1位 2位 3位 4位 5位 

10代 6 インターネッ

ト関連（5） 

契約トラブル

（1） 

   

20代 55 インターネッ

ト関連（14） 

料金トラブル

（11） 

 

 

 

 

 

 

契約トラブル

（7） 

不動産貸借

（3） 

エステティッ

クサービス、 

健康・安全トラ

ブル、 

借金・多重債

務、 

製品トラブル

（各 2） 

30代 109 インターネッ

ト関連（23） 

借金・多重債

務、 

契約トラブル

（各 18） 

料金トラブル

（9） 

不動産貸借

（6） 

健康・安全トラ

ブル、 

訪問販売・訪問

買取（各 3） 

40代 150 インターネッ

ト関連（34） 

借金・多重債務

（24） 

契約トラブル

（18） 

料金トラブル

（11） 

不審な勧誘電

話等（7） 

50代 142 インターネッ

ト関連（22） 

契約トラブル、

借金・多重債務

（各 16） 

料金トラブル

（11） 

不審な勧誘電

話等（7） 

訪問販売・訪問

買取（5） 

 

60代 196 不審な勧誘電

話等（26） 

借金・多重債務

（19） 

料金トラブル

（18） 

インターネッ

ト関連（17） 

契約トラブル

（15） 

70代 151 不審な勧誘電

話等（32） 

契約トラブル

（19） 

借金・多重債務

（16） 

インターネッ

ト関連（12） 

訪問販売・訪問

買取（11） 

80代

以上 

56 不審な勧誘電

話等（8） 

訪問販売・訪問

買取（7） 

契約トラブル、 

健康食品（各

4） 

ネガティブオ

プション・架空

請求、 

料金トラブル

（各 3） 

借金・多重債務

（2） 

不明 36      

合計 901      

※「その他」に分類される相談内容は順位に含みません。 

※ 年齢を問わず多く寄せられた相談は、インターネット関連、契約トラブル、借金・多重債務に

関する相談です。インターネット関連については、アダルト情報サイトのワンクリック請求によ

る相談が特に多く寄せられています。 

また、60 代以上では、不審な勧誘電話等に関する相談が上位を占め、詐欺まがいの電話を受

けたとの相談も多く寄せられています。 
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》》》１－⑤ 販売購入形態別件数                     

販売購入形態 件数 

    店舗購入 281 

特
殊
販
売 

通信販売 202 

訪問販売 91 

電話勧誘 73 

訪問買取 5 

計 652 

 
不明・無関係 249 

合計 901 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店舗購入（店舗での契約も含む）のトラブルが 43％、通信販売が 31％を占めています。通信

販売では、インターネット利用によるアダルトサイトのワンクリック請求に関する相談が最も多く、

そのほかネットショッピングによる相談も多く寄せられています。 

 

 

 

 

販売購入形態の割合 

43% 

31% 
14% 

11% 

1% 

28% 
店舗購入 

通信販売 

訪問販売 

電話勧誘販売 

訪問買取 

不明・無関係 
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》》》１－⑥ 相談結果別件数                           

相談結果（処理） 件数 

他機関紹介 92件 

助言・自主交渉 582件 

斡旋解決 119件 

斡旋不調 16件 

情報提供 56件 

その他 36件 

合計 901件 

斡旋解決とは・・相談員が業者と消費者の間に入り、交渉等をすることによりトラブルの解決を 

諮る解決方法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談結果としては、１位が助言・自主交渉となっており、消費者からの相談に対し、相談員が適

切な助言を行なうことで、問題の解決につながっています。 

2位は、斡旋解決となっていますが、業者と消費者の間に入り、交渉等をすることによりトラブ

ルの解決を行う方法です。 

 

 

 

10% 

65% 

6% 

13% 

2% 4% 

他機関紹介 

助言・自主交渉 

情報提供 

斡旋解決 

斡旋不調 

その他 

相談結果の割合 
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》》》②平成 26年度 消費者啓発事業及び相談体制の強化               

 ■出前講座 

 34件実施／参加人数 1,293人 

メニュー ：★悪質商法から身を守るために 

（悪質商法の手口と、被害にあった場合の対処法などを紹介）  

★消費者センスをアップしよう 

（インターネットや賃貸住宅、リフォームなどの契約や食品表示など、 

日常生活における正しい知識を学ぶことで、賢い消費者を目指します） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談事例の中から 

悪質業者がどのように 

勧誘しているか等寸劇 

をして注意喚起をしています！ 
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■啓発講座 

 消費者力アップ講座を3回実施しました！ 

 市民の消費者力を高め、消費者トラブルや消費者被害を防ぐ目的で、専門の講師を招き、消費者

力アップ講座を3回実施しました。（50名参加） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回 １１月 1３日（木）１０：００～１２：００ 

 

「上手なリフォームの活用法」 
講師：福岡県リフォーム推進ネットワーク協議会 

会長 大里博之 氏 

リフォームをするタイミング、信頼できる業者の選

び方など、失敗しないために押さえておきたいポ

イントを紹介。また、減税、補助金制度などお得

な制度を活用して満足のいくリフォームができる

よう分かりやすく解説。（参加者１７名） 

第３回 １2月６日（土）１０：００～１２：００ 
 

「食品表示あれこれ」 
講師： 独立行政法人農林水産消費安全技術

センター  専門調査官 辻映美 氏 

食品表示は、消費者にとって食の安全を知る大

事な情報源。食品表示制度や、産地や添加物

の表示ルールなどを、クイズを交えながら楽しく

紹介。（参加者１５名） 

 

第１回 １０月８日（水）１４：００～１６：００  

 

「クリーニングの基礎知識」 
講師：福岡県クリーニング生活衛生同業組合 

理事長 堤一成 氏 

上手なクリーニング店の選び方や、クリーニング

に出す時の注意点など、知っていると助かる豆

知識を紹介。そのほか、衣類の繊維や洗剤など

種類別に特徴を解説し、大切な衣類を長持ちさ

せる方法を伝授。（参加者１８名） 
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 ■消費者啓発及び相談体制の強化 

★消費生活相談員が常駐（３名）し、相談業務を実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

★広報いとしまで月に１度、生活の豆知識として消費者トラブルの事例を掲載 

 糸島市内で実際におこっている消費者トラブルの事例を中心に掲載し、注意喚起を 

呼びかけています。また、９月１日号に消費生活センターからお知らせとして、相談 

事例の紹介等を 6ページに渡り掲載しています。 

 

★糸島市消費生活センターのホームページ（ＨＰ）を運営 

消費者トラブルの事例等や、相談機関等を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック！ 
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① コンビニエンスストアを啓発訪問 【28箇所】 

糸島市内のコンビニエンスストアのうちATMを設置している 28箇所を糸島警察署と一緒に

訪問。啓発用ポスター【振り込め詐欺防止】と糸島市消費生活センターのパンフレットを配布す

ることで、注意喚起等を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 居宅介護支援事業者へ月に一度事例などファックスやメールで送信 【29事業者】 

 糸島地区の居宅介護支援事業者等【29事業者】に月に一度、悪質商法等の事例をファッ 

クス等で送付し、高齢者の見守り等を依頼しています。 
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③ 介護保険事業所訪問 【34事業者】 

 糸島市内の介護保険事業所【34事業者】を訪問し、啓発用チラシ【事例集】を配布する 

とともに、高齢者の見守り等を依頼しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 糸島地区介護保険事業者連絡会に毎月訪問し、事例等報告 【12回実施】 

 月に一度開催される糸島地区介護保険事業者連絡会に出席し、消費者トラブル等の事例を 

説明し、高齢者の見守り等を依頼しています。 
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⑤ 各地区民生児童委員定例会を訪問し啓発活動を実施 【2回実施】 

消費者トラブル等についての啓発チラシを毎月発行し、高齢者の見守りを依頼【12回実施】 

   各地区（前原、二丈、志摩）で開催される民生児童委員会定例会に年に２回出席し、 

糸島市消費生活センターの紹介のほか、市内での相談事例を報告し、高齢者を見守る 

ポイントや、被害にあった高齢者を見かけたときの対応等を説明しています。 

   また、月に一度啓発チラシを配布しています。 

 

⑥ 介護保険料納入通知書や後期高齢者医療保険料額決定通知書等に、 

消費者トラブル等についての啓発チラシ（A５）を同封し、注意喚起を実施 

※毎月発送する介護保険料納入通知書（対象者：65歳に到達した高齢者）や、後期高齢者医療 

保険料額決定通知書（対象者：75歳に到達した高齢者）に啓発チラシを同封しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦ 各地区高齢者サロン代表者会を訪問し啓発活動を実施。  【1回実施】 

 各地区（前原、二丈、志摩）で開催されている高齢者サロンの代表者会において、糸島市消費 

生活センターのお知らせや出前講座、啓発講座のPR等をお知らせしています。 

  

※高齢者サロンとは 

  高齢者等の閉じこもり防止や、生きがい作りのために地域の公民館等に月に1回程度集まり、

ゲームをしたり茶話会などを実施しているグループです。 

 

 

 

 

 

 

実在する大手企業の株や社債等が販売されているか

のように装って勧誘し、お金を支払わせようとする「買

え買え詐欺」の相談が寄せられています。 

対応）☛ 

●一旦お金を支払ってしまうと取り戻すのは困難です。

うまい話には耳を貸さず、きっぱり断りましょう！ 

●困ったときは、消費生活センターに ご相談くださ

い。 

 

大手企業の名前に注意！ 



| 13  

 

★その他の啓発活動 

 多重債務に陥らないために、若いうちから家計簿をつけ、金銭管理を身につけてもらうため、

家計簿ノートを4か月健診（母子保健事業）時に配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★消費生活センタークリアファイルの作成 

 糸島市消費生活センターのクリアファイルを作成し、配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他の啓発グッズ） 
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★他機関との連携  

①糸島警察署との連携  

  悪質商法等の被害防止を目的とした糸島警察署との連携会議を開催。また、定期的に情報を交

換し対応策等の協議を実施しています。 

 

 

 

 

 

②糸島市地域包括支援センターとの連携  

  高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターと連携を図り、独居高齢者等を狙う悪質 

 商法の被害相談等に対応しています。 

 

③グリーンコープ、福岡県との連携  

 福岡県とグリーンコープでは、協働で生活再生相談（借金返済、生活資金の貸付、家計の見直

し）を目的とした無料相談会を糸島市内で年に 6回開催しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 26年度版チラシ 

 


